
環境経済論 2009：経済学科（泉留維） 第一回 
 
○授業計画 
＜前期＞ 
4 月 13 日：イントロダクション（授業計画および評価についての説明等） 
4 月 20 日：環境経済学の枠組：経済学は自然をどう捉えてきたのか （テ 3 章） 
4 月 27 日：環境問題の原点としての公害（１）足尾銅山煙害・鉱毒事件 （テ 1 章） 
5 月 11 日：環境問題の原点としての公害（２）水俣病と産業型公害 （テ 1 章） 
5 月 18 日：環境問題の原点としての公害（３）大気汚染と都市・生活型公害 （テ 1 章） 
5 月 25 日：環境問題の原点としての公害（４）食品公害：カネミ油症と森永ヒ素ミルク事件 （テ 1 章） 
6 月 1 日：エネルギーと環境（１）再生可能エネルギーについて （テ 7 章） 
6 月 8 日：エネルギーと環境（２）原子力発電所問題 （テ 7,8 章） 
6 月 15 日：ゴミの経済学（１）ゴミとは何か：物質収支とバッズ （テ 8 章） 
6 月 22 日：ゴミの経済学（２）一般廃棄物と３R （テ 8 章） 
6 月 29 日：ゴミの経済学（３）産業廃棄物と不法投棄問題 （テ 8 章） 
7 月 6 日： ゴミの経済学（４）進行する土壌汚染と「越境する廃棄物」 （テ 8 章） 
7 月 13 日：未定 
 
＜後期＞ 
9 月 28 日：前期授業内容の復習（小テスト扱い）  
10 月 5 日：海と生命の循環 
10 月 12 日：淡水の現状と問題 
10 月 19 日：自然開発と公共事業 （テ 6 章） 
10 月 26 日：環境の経済的評価（１）貨幣評価 （テ 5 章） 
11 月 2 日：環境の経済的評価（２）非貨幣評価 （テ 5 章） 
11 月 9 日：環境政策と経済的手段（１）環境税 （テ 4 章） 
11 月 16 日：環境政策と経済的手段（２）排出量取引 （テ 4 章） 
11 月 23 日：環境政策と経済的手段（３）ロードプライシングおよびデポジット制度など （テ 4 章） 
11 月 30 日：経済活動の環境への影響（１）企業の社会的責任と環境経営 （テ 10 章） 
12 月 7 日：経済活動の環境への影響（２）消費者および需要サイドからの対応 （テ 10 章） 
12 月 14 日：経済活動の環境への影響（３）金融機関の環境対応 （テ 10 章） 
12 月 21 日：後期授業内容の確認と質疑応答 
 
テ ＝ テキスト（『テキストブック 環境と公害：経済至上主義から命を育む経済へ』日本評論社） 
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○成績評価の方法 

学年末試験（一切持ち込み不可）、夏休みの自主レポートならびに授業内に行う小テスト（前後

期計 6 回程度）で総合評価する。小テストを 2回以上受験していない学生には、学年末試験

の受験資格を与えない（つまり受けても 50点未満）ので注意すること。なお、小テストの

実施日は原則、告知しない。 
 
○昨年度の成績評価結果 

登録者数：298 人 
定期試験受験者：245 人（A：22 人、B：103 人、C：77 人、不合格：43 人） 
追試受験者： 0 人、特別試験受験者： 1 人 
平均点：57.5 点 
名目合格率(合格者/履修登録者数)  67.8％ 
実質合格率(合格者/定期試験受験者)  82.4％ 
 
○教科書 

泉留維・室田武・三俣学・和田喜彦『テキストブック 環境と公害：経済至上主義から命

を育む経済へ』日本評論社（定価 2600 円） 
毎回、講義ノートを配布し、必要に応じてビデオなどを用意する。 
 
○参考書 

植田和弘『環境経済学』岩波書店（1996 年） 
細田衛士『グッズとバッズの経済学』東洋経済新報社（1999 年） 
室田武『物質循環のエコロジー』晃洋書房（2001 年） 
 
○受講前提条件・関連科目 

新聞・雑誌・テレビ等の環境問題についての報道に注目すること。授業中の私語は厳禁。私語

がひどい学生は退席を命じることもある。 
 
☆講義ノートに関しては、すでに終了している講義分について専修大学・RENANDI 統合 e
ラーニングシステムに逐次アップする（5 月中旬頃からダウンロード可能予定）。 
https://renandi.ss.senshu-u.ac.jp/renandi/session.do 

→ログインするには、情報機器室のパソコンにログインするものと同じ、ID とパスワードを

打ち込む 
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環境問題は、その国の豊かさ（経済規模・人口・個人の生活水準・平均余命など）の進捗

と相まって、新しい性質をもった環境問題（ゴミ問題・自動車問題・温暖化問題など）が

発生するが・・・しかしながら「公害」問題はまだ決して過去の問題ではない。 


